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床表面の温度は何度くらいが適温ですか？

また、最高で何度まで上がりますか？

床面が暖まるのにどのくらい時間がかかり
ますか？

温度ムラはありませんか？

電気代はどのくらいですか？

コントローラーの設定温度は床表面の
温度ですか？

耐用年数はどのくらいですか？

低温やけどのおそれはないですか？

定期的なメンテナンスは必要ですか？

環境性や騒音などは大丈夫ですか？

表面に水をこぼしても大丈夫ですか？

重い物を乗せても大丈夫ですか？

フローリングはどんな種類でも使えますか？

電磁波は心配ありませんか？

保証期間はどのくらいですか？

ヒーターに釘打ちは可能ですか？

複数あるヒーター同士の結線方法は？

ヒーターを敷設する下地の状態は？

無垢材フローリングを設置できますか？

使用接着剤に制限はありますか？

設置場所の形・広さに合わせてカット
できますか？

施工は誰でも可能ですか？

標準品以外の寸法でヒーター製作は可能か？

一般的には30℃前後が快適とされています。最高温度は通常の使用環境・方法で

40℃くらいとなります。

一般的な環境で30分前後とお考えください。暖まる時間は、様々な条件(環境・設定・使
用方法など)により変動するため、目安としてお考えください。

発熱部に温度ムラはありません。ただし、ヒーター構造上、ヒーターとヒーターの突き合

わせ部(非発熱範囲)で一部帯状に温度が低い部分が発生します。

様々な条件により変わりますが、参考として8畳間のお部屋で1日8時間使用した場合、

1ヶ月の電気代は約3,690円です。詳しくは総合カタログをご覧ください。

床表面温度ではありません。床下に設置されている、温度センサー部の温度です。その

ためコントローラーの設定温度と床表面には誤差があり一般的な使用でコントローラーの

設定より床表面の温度は2～5℃くらい低くなります。(条件により変動)

一般的な建築で30年程度とお考えください。

現在までに一件の報告もされていません。ヒーターの構造上・特性から、低温やけどの

可能性は極めて低いです。

基本的に必要ありません。

火を使用しないことから、排気ガス等の発生もなく、燃焼音や運転音もありません。

少量であれば大丈夫ですが、すぐに拭き取るようにしてください。ただし、大量に冠水した

場合や、床下浸水した場合はご相談ください。

大丈夫です。一般的に室内で考えられるものはほとんど問題はありません。

フローリングは床暖房専用フローリングをご使用ください。

CFボードヒーターは高効率の赤外線放射が特徴ですが、その赤外線も電磁波です。電

磁波は波長により人体に有害な範囲もありますが全てが有害ではありません。CFボード

ヒーターは人体に良いとされる赤外線領域の電磁波を放射します。

＊詳しくはカタログを参照ください。

ヒーター・設置日より5年　　コントローラー・設置日より2年間です。

導電部(発熱線、銅線、端子)以外は釘打ち可能です。

必ず並列接続で結線してください。結線後、ヒーターの合成抵抗値を調べ、設計値通り

か確認してください。

下地が平滑であることを確認してください。又、釘打ちの突起物がある場合は、打ち込むか、

取り除くなどして処理してください。水濡れ厳禁。

設置する事は可能ですが、無垢材は特性上から、一般的の集成材より変化が大きいため、

めすき・反り等の発生が懸念されます。これら特性をあらかじめ、お客様へご説明し、

決定してください。

指定品の接着剤をご使用下さい。

出来ません。現場で寸法調整することはできないため、事前レイアウト図等で使用製品

寸法を決定してください。

電気工事士有資格者がおこなってください。

幅寸法は不可能ですが、長さについては製作可能です。ただし仕様等により不可の場合
もありますので、詳しくはお問い合わせください。
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床表面の温度は何度くらいが適温ですか？

また、最高で何度まで上がりますか？

床面が暖まるのにどのくらい時間がかかり
ますか？

温度ムラはありませんか？

コントローラーの設定温度は床表面の
温度ですか？

耐用年数はどのくらいですか？

低温やけどのおそれはないですか？

定期的なメンテナンスは必要ですか？

環境性や騒音などは大丈夫ですか？

表面に水をこぼしても大丈夫ですか？

重い物を乗せても大丈夫ですか？

フローリングはどんな種類でも使えますか？

電磁波は心配ありませんか？

保証期間はどのくらいですか？

ヒーターに釘打ちは可能ですか？

複数あるヒーター同士の結線方法は？

ヒーターを敷設する下地の状態は？

無垢材フローリングを設置できますか？

使用接着剤に制限はありますか？

設置場所の形・広さに合わせてカット
できますか？

施工は誰でも可能ですか？

標準品以外の寸法でヒーター製作は可能か？

一般的には30℃前後が快適とされています。最高温度は通常の使用環境・方法で

40℃くらいとなります。

一般的な環境で30分前後とお考えください。暖まる時間は、様々な条件(環境・設定・使
用方法など)により変動するため、目安としてお考えください。

発熱部に温度ムラはありません。ただし、ヒーター構造上、ヒーターとヒーターの突き合

わせ部(非発熱範囲)で一部帯状に温度が低い部分が発生します。

床表面温度ではありません。床下に設置されている、温度センサー部の温度です。その

ためコントローラーの設定温度と床表面には誤差があり一般的な使用でコントローラーの

設定より床表面の温度は2～5℃くらい低くなります。(条件により変動)

一般的な建築で30年程度とお考えください。

現在までに一件の報告もされていません。ヒーターの構造上・特性から、低温やけどの

可能性は極めて低いです。

基本的に必要ありません。

火を使用しないことから、排気ガス等の発生もなく、燃焼音や運転音もありません。

少量であれば大丈夫ですが、すぐに拭き取るようにしてください。ただし、大量に冠水した

場合や、床下浸水した場合はご相談ください。

大丈夫です。一般的に室内で考えられるものはほとんど問題はありません。

フローリングは床暖房専用フローリングをご使用ください。

CFボードヒーターは高効率の赤外線放射が特徴ですが、その赤外線も電磁波です。電

磁波は波長により人体に有害な範囲もありますが全てが有害ではありません。CFボード

ヒーターは人体に良いとされる赤外線領域の電磁波を放射します。

＊詳しくはカタログを参照ください。

ヒーター・設置日より5年　　コントローラー・設置日より2年間です。

導電部(発熱線、銅線、端子)以外は釘打ち可能です。

必ず並列接続で結線してください。結線後、ヒーターの合成抵抗値を調べ、設計値通り

か確認してください。

下地が平滑であることを確認してください。又、釘打ちの突起物がある場合は、打ち込むか、

取り除くなどして処理してください。水濡れ厳禁。

設置する事は可能ですが、無垢材は特性上から、一般的の集成材より変化が大きいため、

めすき・反り等の発生が懸念されます。これら特性をあらかじめ、お客様へご説明し、

決定してください。

指定品の接着剤をご使用下さい。

出来ません。現場で寸法調整することはできないため、事前レイアウト図等で使用製品

寸法を決定してください。

電気工事士有資格者がおこなってください。

幅寸法は不可能ですが、長さについては製作可能です。ただし仕様等により不可の場合
もありますので、詳しくはお問い合わせください。

Q A

Q & A



30

P.25～28

P.23・24

P.13～16

P.18・19

P.17

P.20.21

P.22

P.11

P.12

P.7・8

P.9

P.10

P.29

P.30

P.1

P.2

P.3・4

P.5・6

検査記録表



misawa-cf@misawa-cf.co.jp

https://www.misawa-cf.jp

設計・施工の手引


